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問3 系統樹は生物種間の類縁関係を図示するのに使われる。 距離行列法の一つで

ある平均距離法 (Unweighted Pair Group Method using arithmetic Average; 

UPGMA) は、 計算が容易である。 しかし、 進化速度が一定であるという仮定

が必要であるため、進化速度が系統間で異なるときは誤った推定を行いやすい。

一方、 最尤法 (Maximum Likelihood; ML) は系統間での進化速度の一定性が

成り立たない場合にも頑健な推測を与えると評価されている。

(1) A-E の 5 つの種について、 ある塩基配列の距離が表 2 のように表されたとす

る。 UPGMA法を用いてA~E の種間の系統樹を、例を参考にして描きなさい。

表2 5つの生物種間のlOObpあ
たりの平均塩基置換数

A B C D E 

A ゜ 2 4 1 4 

B 2 ゜ 4 2 4 

C 4 4 ゜ 4 3 

D 1 2 4 ゜ 4 

E 4 4 3 4 ゜
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(2) 図3の系統樹から考えられる海洋哺乳動物の進化や系統関係について、 150

字以内で説明しなさい。

(3) 単孔類の特徴を説明しなさい。

 

図3海洋哺乳動物の系統樹
海洋哺乳動物は赤字で示しており 、 系統樹上でこれらに最も近縁な系統の枝

(Branch)を黒太線で示している。Nature Genetics 2015より転載して一部改変。
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　　※著作権保護のため図は不掲載
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